
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

１０

平成 23 年度決算

香美町障害者虐待防止センターを開設

高齢者のインフルエンザ予防接種（助成分）を開始

役場各課などからのお知らせ　　ほか

91
平成 24 年（2012）

2

6

14
16

－ 新校舎で 2学期がスタート －
香住小学校新校舎

　町内各小中学校で 2 学期がスタートした 9

月 3 日、香住小学校でも夏休みを終えた児童

たちが、工作などを手に日焼けした顔で登校。

　8 月末に完成したばかりの新校舎が、元気

いっぱいの児童たちを迎えました。

（本号 15ページに関連記事を掲載）
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

10
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
（
公

立
香
住
病
院
と
上
水
道
の
企
業
会

計
を
除
く
）
の
認
定
に
つ
い
て
、

９
月
定
例
議
会
に
提
案
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
10
特
別
会
計
を
合

わ
せ
る
と
、
歳
入
総
額
は
２
１
４

億
５
１
１
４
万
円
、
歳
出
総
額
は

２
１
２
億
９
４
１
３
万
円
と
な
り
、

１
億
５
７
０
１
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。（
表
１
）

　

歳
入
総
額
１
４
１
億
１
５
３
３

万
円
（
前
年
度
比
８
３
３
万
円

減
）、
歳
出
総
額
１
３
８
億
５
９

３
０
万
円
（
前
年
度
比
１
億
７
４

２
３
万
円
増
）
で
、
２
億
５
６
０

３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
す
４
８
６
１
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
の
黒
字
額
は
、
２
億
７
４

２
万
円
と
な
り
ま
す
。

◇
歳
入
（
図
１
）

　

歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
な
ど

の
自
主
財
源
で
あ
る
収
入
は
35
億

２
９
２
２
万
円
で
、
全
体
の
25
・

０
％
。
残
り
の
１
０
５
億
８
６
１

１
万
円
、
75
・
０
％
は
依
存
財
源

で
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
、
補

助
金
や
借
入
金
な
ど
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
歳
入
全
体

の
13
・
２
％
を
占
め
る
の
が
町
民

の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

町
税
で
、
18
億
６
３
８
２
万
円
で

す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多
い

の
は
、
全
体
の
48
・
９
％
を
占
め

る
地
方
交
付
税
で
、
69
億
４
９
３

万
円
で
す
。

町税　13.2％町税　13.2％
　18 億 6,382 万円　18 億 6,382 万円

地方交付税　48.9％地方交付税　48.9％
　69 億 493 万円　69 億 493 万円

国庫支出金　7.6％国庫支出金　7.6％
　10 億 7,118 万円　10 億 7,118 万円

町債　9.4％町債　9.4％
　13 億 2,445 万円　13 億 2,445 万円

県支出金　6.1％県支出金　6.1％
　8億 5,820 万円　8億 5,820 万円

自
主

財
源

財

依

存

源

譲与税・交付金　3.0％譲与税・交付金　3.0％
　4億 2,735 万円　4億 2,735 万円

諸収入ほか  11.8％諸収入ほか  11.8％
　16 億 6,540 万円　16 億 6,540 万円

歳入
141億 1,533 万円

（図 1）一般会計歳入決算内訳

※
用
語
の
解
説

・
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
状
況
に
応

じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

た
お
金
で
す
。

・
町
債

　

特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
国
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
お
金
で
す
。

・
国
庫
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ

れ
た
負
担
金
、
補
助
金

な
ど
の
お
金
で
す
。

・
県
支
出
金

　

特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
県
か
ら
交
付
さ

れ
た
負
担
金
、
補
助
金

な
ど
の
お
金
で
す
。

[ 町税内訳 ]

　町民税　　　  6 億 5,157 万円

　固定資産税　10億 4,495 万円

　軽自動車税　　 　 5,254 万円

　たばこ税　　　 1 億 432 万円

　入湯税　　　　　  1,044 万円

[ 諸収入ほか内訳 ]

　諸収入　　　　　4億 1,792 万円

　繰越金　　　 　　   3 億 59 万円

　使用料・手数料　1億 5,983 万円

　繰入金　　　　　6億 4,730 万円

　分担金・負担金　　　8,406 万円

　財産収入　　　　　　2,778 万円

　寄附金　　　　　　　2,792 万円

歳　入 歳　出 差引額

一般会計 14,115,328 13,859,300 256,028

特別会計 7,335,817 7,434,831 △ 99,014

合　計 21,451,145 21,294,131 157,014

（表 1）一般会計・特別会計決算状況
（単位：千円）

一
般
会
計

決
算
報
告

平成 年度23

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
は
、

ま
ち
づ
く
り
や
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
概
要
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
号
で
は
平
成
23
年
度

の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
財
政
課
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◇
歳
出
（
図
２
）

　

歳
出
総
額
は
、
香
住
小
学
校
整

備
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
１
億
７
４
２
３
万
円

（
１
・
３
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
過
去
に
借
り
入
れ
た

借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
で
、

29
億
４
９
６
１
万
円
、
歳
出
全
体

の
21
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
に
多
い
の
が
民
生
費
の

23
億
３
７
７
０
万
円
、
次
い
で
教

育
費
17
億
５
６
６
２
万
円
、
総
務

費
17
億
３
０
２
２
万
円
、
衛
生
費

16
億
４
５
８
７
万
円
と
続
き
ま
す
。

公債費　21.3％公債費　21.3％
　29 億 4,961 万円　29 億 4,961 万円

民生費　16.8％民生費　16.8％
　23 億 3,770 万円　23 億 3,770 万円

教育費　12.7％教育費　12.7％
　17 億 5,662 万円　17 億 5,662 万円

衛生費　11.9％衛生費　11.9％
　16 億 4,587 万円　16 億 4,587 万円

総務費　12.5％総務費　12.5％
　17 億 3,022 万円　17 億 3,022 万円

土木費　9.5％土木費　9.5％
　13 億 2,012 万円　13 億 2,012 万円

農林水産業費　5.7％農林水産業費　5.7％
　7億 9,713 万円　7億 9,713 万円

消防費　4.1％消防費　4.1％
　5億 6,542 万円　5億 6,542 万円

商工費　3.2％商工費　3.2％
　4億 4,326 万円　4億 4,326 万円

災害復旧費　1.1％災害復旧費　1.1％
　1億 4,917 万円　1億 4,917 万円

その他（その他（議会費・労働費議会費・労働費）　1.2％）　1.2％
　1億 6,418 万円　1億 6,418 万円

歳出
138億 5,930 万円

（図 2）一般会計歳出決算内訳

町民 1人当たりに使われたお金町民 1人当たりに使われたお金

680,244 円680,244 円（前年度 660,827 円）（前年度 660,827 円）

公債費

144,773 円

　国などから借り入れ
たお金（町債）の返済
などに使ったお金です。

民生費

114,739 円

　社会福祉や医療費助
成など安定した社会生
活を保障するために
使ったお金
です。

教育費

86,219 円

　幼稚園、小中学校、
社会教育など教育全般
に使ったお金
です。

総務費

84,923 円

　新しいまちづくりや
戸籍、徴税、選挙、監
査事務など町の総括的
な事務に使ったお金で
す。

衛生費

80,783 円

　各種検診、し尿処理、
ごみ処理など健康で衛
生的な生活環境を保つ
ために使ったお金です。

土木費

64,794 円

　道路、河川、町営住
宅などの整備や除排雪
経費を含む維持管理に
使ったお金
です。

農林水産業費

39,125 円

　農業、林業、畜産業、
水産業の振興に使った
お金です。

消防費

27,752 円

　消防や救急活動に
使ったお金です。

商工費

21,756 円

　観光の振興や商工業
の振興などに使ったお
金です。

災害復旧費

7,322 円

　災害によって道路、
農地、山林などに生じ
た被害を復旧するため
に使ったお金です。

その他（議会費・労働費）

8,058 円

　町議会の運営や労働
対策などに使ったお金
です。

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 24 年 3 月末日
現在の人口 20,374 人を
基にしています。

町民税

31,980 円

固定資産税

51,289 円

軽自動車税

2,579 円

たばこ税

5,120 円

※ 町民１人当たりの計算
は、平成 24 年 3 月末日
現在の人口 20,374 人を
基にしています。
※入湯税を除く

町民 1人当たりの税負担額町民 1人当たりの税負担額

90,968 円90,968 円（前年度 90,415 円）（前年度 90,415 円）

一
般
会
計
決
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
…

金
たお金
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◇
国
民
健
康
保
険
事
業

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

給
付
費
は
25
万
２
５
１
０
円
（
前

年
度
比
１
・
３
％
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
特
定
健
康
診
査
事
業
な

ど
に
よ
る
被
保
険
者
の
健
康
の
保

持
増
進
と
適
正
な
医
療
の
給
付
を

図
り
ま
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お

い
て
、
保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険

者
へ
の
保
険
証
や
通
知
書
の
引
き

渡
し
、
各
種
届
出
や
申
請
の
受
け

付
け
な
ど
の
関
連
事
務
を
行
い
ま

し
た
。

◇
介
護
保
険
事
業

　

年
度
末
の
第
１
号
被
保
険
者

数
（
65
歳
以
上
）
は
６
６
５
０
人
、

認
定
者
数
は
１
０
９
３
人
、
認
定

率
は
16
・
４
％
で
す
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
は
17
億
９

２
４
２
万
円（
前
年
度
比
２
・
０
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

◇
簡
易
水
道
事
業

　

上
水
道
を
除
く
簡
易
水
道
施
設

は
25
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
ら
施
設
の

維
持
管
理
や
安
心
・
安
全
な
飲
料

水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
区
の
上
射
添
簡
易

水
道
と
和
佐
父
特
設
水
道
を
統
合

・
整
備
す
る
た
め
に
、
送
水
管
の

布
設
や
電
気
計
装
設
備
の
整
備
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

上
水
道
事
業

　

人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の

普
及
か
ら
、
水
道
使
用
量
は
11

年
連
続
で
前
年
度
の
実
績
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
安
心
・
安
全

な
飲
用
水
の
安
定
的
な
供
給
に

貸借対照表（単位：千円）

資産の部 3,297,088

固定資産 2,831,062

流動資産 466,026

負債・資本の部 3,297,088

固定負債 982

流動負債 230,863

資本金 1,710,472

剰余金 1,354,771

収益的収入および支出など（単位：千円）

収益的収支差引（税抜き） 17,554

収入 192,751

支出 175,197

資本的収支差引（税込み） △ 55,180

収入 453,906

支出 509,086

 

平
成
23
年
度 

企
業
会
計
決
算
報
告
※
９
月
定
例
議
会
で
認
定

は
、
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

せ
り
場
の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
施
設
使
用

料
は
28
万
円（
前
年
度
比
41
・
１
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

◇
国
民
宿
舎
事
業

　

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ン
今
子
浦
」

の
宿
泊
者
数
は
、
安
価
で
気
軽
に

利
用
で
き
る
宿
舎
を
経
営
方
針
に

掲
げ
て
利
用
者
の
増
加
に
努
め
た

こ
と
で
、
７
４
２
３
人
（
前
年
度

比
０
・
４
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
結
婚
式
で
の
利
用
は
４

組
（
前
年
度
比
７
組
減
）
で
し
た
。

◇
矢
田
川
憩
い
の
村
事
業

　

「
か
す
み
・
矢
田
川
温
泉
」
の

利
用
者
数
は
、
７
万
６
５
６
２
人

（
前
年
度
比
２
・
５
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

◇
宅
地
造
成
事
業

　

村
岡
区
光
陽
で
平
成
12
年
12
月

か
ら
20
区
画
の
分
譲
を
開
始
し
、

平
成
23
年
度
末
現
在
で
は
１
区
画

が
未
売
却
で
す
。

努
め
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
香
住
区
森
の
取

水
施
設
整
備
お
よ
び
浄
水
場
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
会
計
（
表
２
）

◇
下
水
道
事
業

　

町
内
に
21
ヵ
所
あ
る

集
合
処
理
区
の
維
持
管

理
を
行
っ
た
ほ
か
、
供

用
開
始
後
の
水
洗
化
促

進
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

ま
た
、
香
住
区
内
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
監

視
設
備
の
更
新
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

◇
財
産
区

　

長
井
財
産
区
の
管
理

運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
◇ 

町
立
地
方
卸
売
市
場

事
業

　

町
立
地
方
卸
売
市
場

（表 2）特別会計決算内訳
（単位：千円）

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 2,736,754 2,842,646 △ 105,892

事業勘定 2,424,653 2,386,945 37,708

佐津診療施設勘定 22,245 40,569 △ 18,324

兎塚・川会・原診療施設勘定 42,499 160,029 △ 117,530

小代診療施設勘定 152,475 165,049 △ 12,574

兎塚・川会歯科診療施設勘定 94,882 90,054 4,828

後期高齢者医療保険事業 247,735 243,539 4,196

介護保険事業 1,956,483 1,956,084 399

簡易水道事業 387,698 385,697 2,001

下水道事業 1,939,210 1,939,110 100

財産区 1,863 685 1,178

町立地方卸売市場事業 1,595 1,595 0

国民宿舎事業 31,198 32,194 △ 996

矢田川憩いの村事業 28,033 28,033 0

宅地造成事業 5,248 5,248 0

合　計 7,335,817 7,434,831 △ 99,014
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保
健
施
設
な
ど
の
経
営
安
定
化

な
ど
で
、
昨
年
同
様
、
経
常
収

支
が
プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
経
営
改
善

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
地
域
医

療
の
維
持
、
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全

化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
を

算
定
し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付

し
て
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
実

質
公
債
費
比
率
は
20
・
７
％
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

行
財
政
改
革
や
平
成
20
〜
22
年
度

に
行
っ
た
起
債
の
繰
上
げ
償
還
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２

・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

◇
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
（
香
美
町
で
は
、

一
般
会
計
・
矢
田
川
憩
い
の
村
事

業
特
別
会
計
）
の
赤
字
の
状
態
を

み
る
も
の
で
、
平
成
23
年
度
決
算

で
は
、
２
億
７
４
２
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

◇
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
と
黒
字

の
合
計
の
状
態
を
み
る
も
の
で
、

平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
３
億
９

９
４
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

◇
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額

と
、
特
別
会
計
の
借
入
金
の
返
済

額
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
し
た

額
と
の
合
計
額
が
、
町
の
標
準
的

な
収
入
額
（
税
金
、
普
通
交
付
税

な
ど
）
に
対
し
て
３
ヵ
年
平
均
で

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
を
み
る
も

の
で
、
自
由
に
使
え
る
財
源
の
何

割
を
返
済
金
に
充
て
て
い
る
か
を

意
味
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
で
は
20
・

７
％
で
、
平
成
22
年
度
決
算
の
22

・
８
％
に
比
べ
て
２
・
１
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
ま
し
た
が
、
依
然
高
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
原
因
は
、
学
校
施
設
、
道

路
、
上
下
水
道
の
整
備
を
集
中
的

に
実
施
し
た
こ
と
、
ま
た
公
立
香

住
病
院
と
公
立
村
岡
病
院
（
八
鹿

病
院
組
合
）
の
整
備
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
額
の

借
入
れ
を
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
必
要
性
、
緊
急

性
の
高
い
事
業
の
み
を
計
画
的
に

実
施
し
、
新
た
な
借
入
金
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
こ
と
で
比
率
は

年
々
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
の
残
高
と
、

特
別
会
計
す
べ
て
の
借
入
金
の
残

高
の
う
ち
一
般
会
計
が
負
担
す
る

べ
き
残
高
相
当
額
の
合
計
額
が
、

標
準
的
な
収
入
額
（
税
金
、
普
通

交
付
税
な
ど
）
に
対
し
て
何
倍
か

を
み
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
で
は
１
８
２

・
０
％
で
、
標
準
的
な
収
入
額
の

約
２
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
22
年
度
決
算
の
１

９
６
・
３
％
に
比
べ
、
14
・
３
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

依
然
高
い
水
準
に
あ
る
た
め
、
実

質
公
債
費
比
率
と
同
様
に
引
き
下

げ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
、
下
水
道
、
病
院
な
ど
の

会
計
ご
と
に
資
金
不
足
の
状
態
を

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成 23 年度決算 － － 20.7％ 182.0％

早期健全化基準 13.53％ 18.53％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 35.0％ 35.0％ 定められていない

※ 実質赤字比率、連結実質赤字比率は、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
「－」を記載しています。

（表 3）平成 23 年度決算における健全化判断比率 平
成
23
年
度
決
算

各
種
指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
）
で
見
る

公
立
香
住
病
院
事
業

　

常
勤
医
師
が
４
人
で
、
病
院

の
運
営
は
依
然
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
職
員
給
与
費
の
削
減
や

低
利
債
へ
の
借
り
換
え
に
よ
る

支
払
利
息
の
縮
減
な
ど
の
経
費

削
減
効
果
に
加
え
、
介
護
老
人

健
全
化
判
断
比
率
（
表
３
）

資
金
不
足
比
率

貸借対照表（単位：千円）

資産の部 1,832,580

固定資産 1,494,486

流動資産 315,690

繰延勘定 22,404

負債・資本の部 1,832,580

固定負債 304,600

流動負債 63,074

資本金 4,120,530

剰余金 △ 2,655,624

収益的収入および支出など（単位：千円）

収益的収支差引（税抜き） 124,954

収入 1,324,803

支出 1,199,849

資本的収支差引（税込み） △ 101,780

収入 111,899

支出 213,679

み
る
も
の
で
、
各
会
計
の
使
用
料

な
ど
の
料
金
収
入
額
に
対
す
る
資

金
不
足
の
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
国
民

宿
舎
事
業
で
４
・
０
％
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
度
に
解
消
す

る
見
込
み
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
会
計
（
簡
易
水
道

事
業
、
下
水
道
事
業
、
町
立
地
方

卸
売
市
場
事
業
、
宅
地
造
成
事
業
、

公
立
香
住
病
院
事
業
、
上
水
道
事

業
）
で
資
金
不
足
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
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平
成
23
年
６
月
に
成
立
し
た
「
障
害
者

虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す

る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者
虐

待
防
止
法
）
が
今
年
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
害
者
の
虐
待
や
権

利
の
侵
害
の
防
止
を
図
ろ
う
と
、
虐
待
の

早
期
発
見
や
早
期
対
応
が
可
能
と
な
る
よ

う
な
仕
組
み
の
整
備
や
虐
待
を
受
け
た
障

害
者
な
ど
へ
の
支
援
方
法
に
つ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。

　

虐
待
に
該
当
す
る
行
為
は
、
次
の
も
の

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

　

 　

障
害
者
の
体
に
傷
や
痛
み
を
伴
う
暴

行
を
加
え
る
。
ま
た
正
当
な
理
由
も
な

く
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
に
す
る

②
性
的
虐
待

　

 　

障
害
者
に
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意

と
見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る

③
心
理
的
虐
待

　

 　

障
害
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶
し
た
り

す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度
で
、
精
神
的

な
苦
痛
を
与
え
る

④
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

 　

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な
ど

の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
障

障
害
者
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

虐
待
に
該
当
す
る
行
為
と
は
…

障
害
者
と
は
…

いたわり合い、支え合う気持ちに満ちたいたわり合い、支え合う気持ちに満ちた

障害者に優しいまちを目指して障害者に優しいまちを目指して

香美町障害者虐待防止センターを開設！香美町障害者虐待防止センターを開設！
●問い合わせ先　香美町障害者虐待防止センター（役場福祉課内）●問い合わせ先　香美町障害者虐待防止センター（役場福祉課内）

　

こ
の
法
律
で
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
）
の

あ
る
人
や
、
そ
の
ほ
か
に
心
身
の
障
害
や

社
会
的
な
障
壁
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
や

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
障

害
者
と
定
義
し
、
支
援
の
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

　

※ 

障
害
者
手
帳
を
取
得
し
て
い
な
い
場

合
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
虐
待
の
起
こ
る
場
所
を
①
家
庭

②
福
祉
施
設
③
障
害
者
の
働
く
職
場
、
そ

し
て
虐
待
す
る
人
を
①
家
族
・
親
族
や
同

居
人
②
障
害
者
福
祉
施
設
の
職
員
③
障
害

者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
な
ど
と
し
て
い

ま
す
。

　

「
虐
待
さ
れ
る
人
」
と
「
虐
待
す
る
人
」、

そ
し
て
「
虐
待
が
起
こ
る
場
所
」
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
早
期
に
支
援
を
行

う
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
に

「
折
り
た
た
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
」

　

障
害
者
や
高
齢
者
、
乳
幼
児
を
連

れ
た
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
外
出
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
こ
の
た
び

大
人
で
も
寝
る
こ
と
が
で
き
る
「
折

り
た
た
み
式
簡
易
ベ
ッ
ド
」
を
①
役

場
本
庁
舎
３
階
②
香
住
区
中
央
公
民

館
１
階
③
香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
の
各
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ッ
ド
は
、
使
用
し
な
い
時

は
折
り
た
た
ん
で
壁
側
に
収
納
し
、

必
要
な
時
に
伸
ば
し
て
使
い
ま
す
。

　

車
い
す
か
ら
も
容
易
に
移
動
で
き
、

ベ
ッ
ド
に
座
っ
た
り
寝
転
ん
だ
り
し

て
お
む
つ
交
換
や
着
替
え
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
便
座
へ
の
移

動
も
楽
に
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲ 役場本庁舎 3階の身体障害者用トイレにある
「折りたたみ式簡易ベッド」
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

　

町
で
は
障
害
者
虐
待
防
止
法
の
施
行
に

伴
い
「
香
美
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
」（
セ
ン
タ
ー
）
を
役
場
福
祉
課
内

に
開
設
し
、
虐
待
さ
れ
た
人
や
虐
待
を
見

聞
き
し
た
人
か
ら
の
相
談
体
制
を
強
化
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る
障
害
者
で
「
顔

に
あ
ざ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」「
最

近
、
着
る
も
の
が
同
じ
で
、
時
々
、
家
か

ら
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
」
な
ど
、
い
つ

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
に
は
「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た
者

は
、
速
や
か
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

相
談
窓
口
を
開
設
！

相
談
窓
口
の
業
務

虐
待
に
気
付
い
た
人
の

『
通
報
義
務
』

も
と
様
子
が
違
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
セ
ン
タ
ー
へ
通
報
・
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

障
害
者
の
中
に
は
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
な
い
人
や
、
相
談
で
き
ず

に
悩
ん
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
虐

待
し
て
い
る
人
も
、
そ
の
こ
と
に
気
付
い

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
虐
待
さ
れ
る
人
」
と
「
虐

待
す
る
人
」
の
両
方
を
救
う
た
め
に
も
、

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
環
境
を
改
善
す
る
た

め
に
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
る
体
制
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

い
」
と
い
う
通
報
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
「
も
し
か
し
て
…
」
が
虐
待

さ
れ
て
い
る
人
の
生
命
や
財
産
、
権
利
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
小
さ
な
勇

気
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

虐
待
し
て
い
る
人
の
人
生
を
明
る
く
照
ら

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
報
者
の
情
報
な
ど

が
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
何
か
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
通
報
・
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
関
係
機
関
と
協
力
し
て

主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま
す
。

① 

障
害
者
虐
待
の
通
報
や
相
談
の
受
理

② 

訪
問
調
査
や
情
報
収
集
な
ど
に
よ
る
虐

待
事
実
の
確
認

③ 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
へ
の
支
援
方
針
を

決
定

④ 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
や
虐
待
す
る
人
へ

の
指
導
や
助
言

⑤ 

関
係
機
関
（
国
、
県
な
ど
）
が
行
う
法

的
措
置
へ
の
協
力

害
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る

⑤
経
済
的
虐
待

　

 　

本
人
の
同
意
な
し
に
障
害
者
の
財
産

や
年
金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
。
ま
た
障

害
者
に
理
由
も
な
く
金
銭
を
与
え
な
い

●問い合わせ先　役場福祉課内

お世話になります

香美町障害者相談員のご紹介

　障害者相談員は、障害者の福祉の増進を

図るために、関係機関と連携を図りながら、

障害者本人またはその家族などからの相談

に応じ必要な助言、指導を行います。

　このうち、身体障害者相談員・知的障害

者相談員は、平成 24年 4月から任命権が

県知事から町長へ変更となり、本町では現

在、次の相談員の皆さんが活動されていま

す（任期は平成 26年 3月末まで）。

●香美町身体障害者相談員

　　　　　　　　　　（順不同）

　西村正行さん（香住区相谷）

　橋本 清さん（香住区森）

　三浦寛司さん（香住区矢田）

　山根清吉さん（村岡区入江）

　轟 晴
は る み つ

光さん（村岡区村岡）

　諏訪孝子さん（村岡区熊波）

　井上正
しょういち

一さん（小代区広井）

●香美町知的障害者相談員

　　　　　　　　　　（順不同）

　森 利秋さん（香住区一日市）

　日向智子さん（村岡区福岡）

　田野哲夫さん（小代区新屋）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
 　

〜 

10
月
１
日
か
ら
助
成
対
象
の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た 

〜 

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
高
齢
者
の
発
病
・

重
症
化
防
止
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
接
種
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
２
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
流
行
前
（
12
月
中
旬
ま
で
）
の
早
め
の

接
種
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
予
防
接
種
を
行
う

場
合
、
町
で
は
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
て

い
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

予
防
接
種
を
希
望
す
る
、
町
内
に
住
所
の

あ
る
満
65
歳
以
上
（
接
種
時
点
）
の
人

※ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
に
疾
患
を
持
つ
人
、
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
障
害
を
持
つ
人
も
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
（
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

接
種
期
間

　

平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で

　

※ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
期
間
が
異
な

る
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
内
容

　

平
成
25
年
１
月
31
日
ま
で
の
接
種
分
が
助

成
対
象
と
な
り
、
助
成
分
を
差
し
引
い
た
自

己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
助
成
回
数
は
一
人
１

回
、
２
回
目
接
種
は
全
額
自
己
負
担
）。

接
種
方
法

　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で
直

接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
診
察
時
に
医
師
が

「
接
種
可
能
な
状
態
」
と
判
断
す
れ
ば
、
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

 （
接
種
ま
で
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

・
自
己
負
担
額
（
２
０
０
０
円
）

　

 

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

で
す
の
で
、
接
種
時
に
医
療
機
関
窓
口

で
接
種
券
（
役
場
か
ら
送
付
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
協
力
医
療
機
関

　

町
内
で
接
種
で
き
る
接
種
協
力
医
療
機
関

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※ 

豊
岡
市
と
新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部

で
も
手
続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
負

担
額
（
２
０
０
０
円
）
の
み
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
該
当
す
る
医
療

機
関
名
な
ど
は
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行
う
前
に
、

必
ず
役
場
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 

こ
の
手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

医療機関 電話番号

下山医院 36・3250

山本クリニック 39・1525

公立香住病院 36・1166

佐津診療所 38・0459

村瀬医院 94・0003

公立村岡病院 94・0111

小代診療所 97・2023

町内の接種協力医療機関

感染しない・感染させないために…

～ 日常生活でできる予防方法 ～

①手洗いとうがいの徹底

②マスクの着用

③人ごみを避ける

④栄養と休養を十分取る

⑤適度な温度と湿度を保つ
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正
し
く
知
ろ
う
！

　

認
知
症
は
、
脳
に
障
害
が
起
こ
る
こ
と

で
知
的
機
能
（
記
憶
力
、
時
、
場
所
、
計

算
力
な
ど
）
が
低
下
し
、
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
病
気
で
す
。

　

一
般
的
に
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て

認
知
症
に
な
る
人
の
割
合
が
急
激
に
増
え

る
傾
向
に
あ
り
、
65
歳
以
上
で
10
人
に
１

人
、
85
歳
以
上
で
４
人
に
１
人
が
認
知
症

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
75
歳
以
上
の
介
護
保
険
認

定
申
請
者
１
０
１
６
人
の
う
ち
、
３
３
５

人
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
て
「
脳
梗

塞
」
や
「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」
よ
り
も
多

い
状
況
で
す
（
平
成
23
年
度
）。

「
以
前
と
違
う
」
は
大
事
な
サ
イ
ン

　

認
知
症
の
初
期
に
は
次
の
よ
う
な
症
状

が
み
ら
れ
ま
す
。

□
同
じ
話
を
無
意
識
に
繰
り
返
す

□
知
人
の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い

□
理
由
も
な
い
の
に
気
持
ち
が
ふ
さ
ぐ

□ 

人
と
会
っ
た
り
外
出
し
た
り
す
る
こ
と

が
お
っ
く
う
に
な
る

□
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
る

□ 

今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く

な
る

認
知
症
は
予
防
で
き
る
！

　

健
康
で
楽
し
い
日
常
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
認
知
症
予
防
が
大

事
で
す
。
ま
た
、
早
期
に
診
断
を
受
け
れ

ば
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
早
期
に
正
し
い
診
断
を
受
け
る

□
身
体
を
動
か
す

□
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

□ 

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
ほ
か
、
外

出
し
て
人
と
交
流
す
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

役
場
で
は
、
認
知
症
の
理
解
を
深
め
て

地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
各

種
団
体
や
事
業
所
か
ら
要
請
を
受
け
て

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□□□□□□

通通 信
●問い合わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
認
知
症

認
知
症

とき ところ 内容

10 月 25 日（木）

　14:00 ～ 15:30
味取区公民館

「高血圧と食事の塩分制限」、「終末期医療のお話」

　公立村岡病院 石田長次病院長、同院研修医

10月 26 日（金）

　15:00 ～ 16:00
青葉保育園

「予防接種を受けましょう」

　公立香住病院 小児科 大塚拓治医師

11月 6日（火）

　19:00 ～ 20:30
長井地区公民館

「あなたの最期はどうしますか」

　公立香住病院 外科 田村英明副院長

11月 13 日（火）

　19:00 ～ 20:30
余部地区公民館

「あなたの最期はどうしますか」

　公立香住病院 外科 田村英明副院長

11月 21 日（水）

　13:30 ～ 15:00

香住地域福祉セ

ンター

「食（ビタミンからミネラル）と健康」

　公立香住病院 外科 宇田憲市医師

＜今後の香美町地域医療巡回講座＞

※地区に関らず、どの講座でもお気軽にご参加ください。

地地域医療域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　医師が地域に出向き、地域の皆さんに健康や病

気などの予防について正しい知識を分かりやすく

説明する「香美町地域医療巡回講座」。

　医師、そして地域の皆さんが地域医療への相互

理解を深める場として、これまでに多くの皆さん

のご参加をいただきました。

　今後も町内のさまざまな地域で開催しますので、

多くの皆さんのご参加をお待ちしています（今後

の予定は下表のとおりです。これ以降の日程につ

いては決まり次第お知らせします）。

▲ 公立村岡病院での実習に参加していた医学生も
講師として参加。医師との相互理解を深めるだ
けでなく、医療を志す若者が地域医療を学ぶ場
にもなっています。

　（8月 24 日、村岡区和池での同講座の様子）
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問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

　賢い消費者になりましょう！

消 生
活費
相
談

注文していないのに

届いた商品 ?

【事例】

　以前取引したことがあ

るという業者から電話で

健康食品を勧められた。

きっぱりと断ったのに、

後日商品が送られてきた。

　どうすればいいか。

【ひとことアドバイス】

◇ 「家族が注文していないか」などをま

ず確認しましょう。

◇ 商品が送られてきても、注文していな

ければ安易に受け取らず、宅配業者に

持ち帰ってもらうこともできます。

◇ 「購入します」と言っていないのに一

方的に商品を送りつけられた場合、代

金支払いの義務はなく、受け取る必要

もありません。

◇ いらないときはきっぱりと断りましょ

う。業者名や連絡先を確認することも

大切です。

◇ 電話勧誘もなく、いきなり送りつけら

れる商法（ネガティブオプション）に

も注意してください。

◇ 困った時は消費生活相談窓口にご相談

ください。

相談は

　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）
　℡ 0796・36・1941（直通）
たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!

　自分や家族の安全を守るためには、地震が発

生しても、あわてずに行動できるかがポイント

になります。

　いざというときにパニックにならないように、

地震発生から数時間程度の標準的な行動パター

ンを覚えておきましょう。

地震発生！

その時どうする？その時どうする？

地震発生

　　■ とにかく身を守る

　　　机の下などへもぐる

1 ～ 2 分後
　　■ すばやく火の始末

　　■ ドアや窓を開けて逃げ道を確保

　　■ 家族の安全を確認

　　■ ガラスの破片などから足を守るため、靴をはく 

　　■ 非常用持ち出し品の用意

3 ～ 5分後
　　■ 隣近所の安全を確認

　　　 　特に、一人暮らし高齢者世帯などには積極的に

声を掛け、安否を確認する

　　■ 出火防止・初期消火

　　 　出火していたら大声で知らせ、初期消火を行う

　　■ ラジオなどで正しい情報を確認

　　■ 周囲に危険が迫っている場合は速やかに避難

5 ～ 10 分後
　　■ 子どもを迎えに

　　■ さらに出火防止

　　　  ガスの元栓を閉め、電気ブレーカ―を切る

10 分～数時間後
　　■ 消火・救出活動

　　　  隣近所と協力して消火や救出・救護をする
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全
国
に
誇
る
「
但
馬
牛
」
の
原
産
地
と
し
て
、
町
内
産
の
子
牛
の
資
質
向
上
や
、
畜
産
農

家
の
交
流
に
よ
る
生
産
技
術
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
香
美
町
子
牛

品
評
会
」（
町
と
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
が
主
催
）。
８
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
、
そ
の
前
期
の
部
が
９

月
７
日
に
美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
（
新
温
泉
町
歌
長
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
が
対
象
。
雄
・
雌
の
部
に
は

雌
牛
45
頭
が
、
去
勢
の
部
に
は
16
頭
が
出
品
さ
れ
、
全
国
和
牛
登
録
協
会
の
登
録
審
査
基
準

に
基
づ
き
資
質
、
品
位
、
体
格
な
ど
に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

雄
・
雌
の
部
で
は
、
今
井
正
己
さ
ん
（
小
代
区
東
垣
）
の
「
お
じ
ろ
ひ
め
１
」
が
一
等
一

席
を
受
賞
。
今
井
さ
ん
は
同
品
評
会
で
初
の
一
等
一
席
の
受
賞
で
「
大
変
う
れ
し
い
。
親
牛

を
早
く
に
放
牧
し
た
結
果
、
牛
舎
内
に
子
牛
が
運
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
、
健
や

か
に
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
牛
舎
内
は
風
通
し
が
良
い
の
で
、
夏
の
暑
さ
も
気
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
を
対
象
と
す
る
同
品
評
会 

後
期
の
部
は
、

11
月
12
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

 
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
但
馬
牛
」
の
伝
統
を
後
世
に
…　

　

第
８
回
香
美
町
子
牛
品
評
会 

前
期
の
部

主
な
受
賞
牛

▲【雄・雌の部 一等一席】「おじろひめ 1」▲【去勢の部 金賞】「幸照 329」

◆
雄
・
雌
の
部

　

一
等
一
席
「
お
じ
ろ
ひ
め
１
」
今
井
正
己
（
小
代
区
東
垣
）

　

同
二
席
「
ふ
じ
や
ま
」
伊
沢
栄
一
（
村
岡
区
神
坂
）

　

同
三
席
「
み
す
な
り
」
本
上
純
也
（
小
代
区
佐
坊
）

　

同
四
席
「
や
え
ふ
く
」
増
田 

丹あ
き
ら（

小
代
区
大
谷
）

　

同
五
席
「
み
や
ふ
く
」
今
井
正ま

さ

と人
（
小
代
区
秋
岡
）

　

同
六
席
「
さ
ち
ひ
さ
２
」
上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

　

同
七
席
「
や
ま
ふ
く
」
井
上
哲
也
（
村
岡
区
熊
波
）

　

同
八
席
「
み
や
よ
し
」
中
村
ま
ゆ
み
（
小
代
区
東
垣
）

◆
去
勢
の
部

　

金
賞
一
席
「
幸
照
３
２
９
」
上
田
伸
也
（
村
岡
区
宿
）

　

同
二
席
「
福
晴
」
森
脇
薫
明
（
村
岡
区
丸
味
）

　

同
三
席
「
福
晴
」
上
治
秀
正
（
小
代
区
神
場
）

　

同
四
席
「
幸
福
」
福
田
富
夫
（
小
代
区
久
須
部
）

　

同
五
席
「
大
福
」
中
村
芳よ

し
ろ
う老

（
小
代
区
新
屋
）

（
賞
、
名
号
、
畜
主
名
、
産
地
の
順
、
敬
称
略
）

【
１
０
０
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

吉
田
隆り

ゅ
う
た太

（
岡
山
県
、
７
時
間
59
分
46
秒
）、

６
位 

才
田
崇た

か
ひ
と仁

（
村
岡
区
長
板
、
９
時
間
04
分
12
秒
）

女
子
▼
１
位 

早
瀬
美
智
子
（
京
都
府
、
９
時
間
58
分
26
秒
）

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

稲い

な

じ次
寿
史
（
丹
波
市
、
７
時
間
28
分
40
秒
）、

28
位 

岡 

昭
三
（
村
岡
区
大
糠
、
11
時
間
27
分
45
秒
）

女
子
▼
１
位 

上う
え
か
わ川

裕
子
（
大
阪
府
、
８
時
間
49
分
03
秒
）、

40
位 

俵 

敦
子
（
村
岡
区
山
田
、
13
時
間
12
分
26
秒
）

【
66
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

柿
原
貴た

か

じ次
（
広
島
県
、
５
時
間
23
分
25
秒
）、

19
位 

吉
田 

修
久
（
小
代
区
秋
岡
、
６
時
間
56
分
38
秒
）

女
子
▼
１
位 

納
お
さ
め 

麻
美
（
神
戸
市
、
６
時
間
03
分
32
秒
）、

54
位 

片
山
真
理
（
村
岡
区
入
江
、
10
時
間
49
分
58
秒
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
１
位 

中
野
正
道
（
大
阪
府
・
３
時
間
08
分
33
秒
）、

７
位 

中
村
智
彦
（
村
岡
区
大
糠
、
３
時
間
29
分
12
秒
）

女
子
▼
１
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、
３
時
間
43
分
16
秒
）、

４
位 

寺
川
智
美
（
香
住
区
上
計
、
４
時
間
32
分
53
秒
）

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
】

出
場
67
人
中
、
56
人
完
歩

 

山
岳
マ
ラ
ソ
ン
の
最
高
峰
！

　

第
15
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

村
岡
区
を
囲
む
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
を
駆
け
巡
る
、
高
低
差
９
０
０
ｍ
の
心
臓
破
り
の
山

岳
マ
ラ
ソ
ン
「
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
が
９
月
30
日
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
に
も
か
か
わ
ら
ず
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
15
回
の
節
目
を
迎
え
る
今
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
昨
年
を
上
回
る
過
去
最
多
の
１
３

６
５
人
（
エ
ン
ト
リ
ー
１
５
９
２
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
今
回
特
設
の
66
㎞
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
１
０
０
㎞
、
88
㎞
、
44
㎞
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
激
走
。
完
走
率
は
約
84
・
２
％
で
し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
と
町
内
か
ら
参
加
し
た

各
部
門
最
高
順
位
の
人
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▲ 雨が降り続く中、元気にスタートする 100㎞の部と 88㎞の部の選手たち（9月 30 日午前 5時、村岡小学校）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

小
代
俳
句
教
室

病わ

く

ら

ば葉
や
目
覚
め
ぬ
い
の
ち
夢
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

美
千
代

盆
客
の
布
団
ゆ
っ
く
り
畳
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
庭 
正
江

忘
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
あ
り
秋
彼
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田 

ま
ち
子

農
具
コ
ー
ナ
ー
「
女
性
向
き
」
と
あ
り
秋
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上 

捷
子

案か

か

し

山
子
に
も
再
就
職
あ
り
小
豆
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中 

富
美
代

磨ま

が

い

ぶ

つ

崖
仏
の
ふ
ッ
と
吐
い
た
る
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者

選
者　

尾
崎 

龍
し
げ
み

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

保
険
料
の
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

　
　
　
　
　
　
　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

℡
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
へ

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
そ
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、過
去
10
年
以
内（
平

成
14
年
10
月
分
以
降
）
の
納
め
忘
れ
た
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
『
後
納
制
度
』

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
保
険
料
を
後
納
す
れ
ば
、
受

給
資
格
を
得
て
年
金
を
受
け
取
れ
た
り
、
将

来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
増
え
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

　

 　

10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付

・
免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
の
あ
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

　

 　

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め

忘
れ
の
期
間
の
あ
る
人

③
65
歳
以
上
の
人

　

 　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の

人
な
ど

※ 

現
在
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
や
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
を
持
つ
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
次
の

手
順
に
従
っ
て
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

① 

利
用
希
望
者
各
自
で
豊
岡
年
金
事
務
所
へ

申
込
書
の
送
付
を
依
頼
（
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
）

② 

送
付
さ
れ
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
豊
岡
年
金
事
務
所
へ
提
出
（
加
入

期
間
の
確
認
の
た
め
、
戸
籍
謄
本
な
ど
が

必
要
な
場
合
あ
り
）

③ 

豊
岡
年
金
事
務
所
が
申
込
書
の
内
容
を
審

査
し
、
利
用
希
望
者
へ
結
果
を
通
知

④ 

利
用
希
望
者
は
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関

な
ど
で
保
険
料
を
納
付

　豊岡税務署が年末調整に関する説明会を次のとお

り行います。

●問い合わせ先

　豊岡税務署課税第 1部門　℡ 0796・22・2344

年末調整説明会を開催
お気軽にお越しください！

と　き ところ

11 月 20 日（火） 13:30 ～
新温泉町浜坂多目的
集会施設

11月 21 日（水）
10:30 ～
13:30 ～

じばさん但馬

11月 22 日（木） 13:30 ～ 香住文化会館
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 9月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

年
月
の
流
れ
は
早
い
も
の
。
卒
業

し
て
ウ
ン
十
年
。
母
校
で
あ
り
、
今

で
は
自
分
の
子
ど
も
も
通
っ
て
い

る
香
住
小
学
校
が
新
校
舎
に
な
り
ま

し
た
▼
取
材
で
数
回
訪
れ
ま
し
た
が
、

き
れ
い
で
明
る
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
て
、
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。
こ
の
学
び
舎
で
子
ど

も
た
ち
が
新
し
い
伝
統
を
築
い
て
い

く
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
す
▼
「
少
年
老
い
易
く
学
成
り

難
し
」。
日
々
、
こ
の
言
葉
を
反
す

う
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
、

や
さ
し
い
笑
顔
を
持
ち
続
け
、
心
豊

か
な
人
生
を
歩
む
た
め
に
も
、
新
校

舎
で
「
今
」
を
大
切
に
一
日
一
日
を

積
み
重
ね
て
く
だ
さ
い
ね
（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（8/21 ～ 9/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
自
転
車
で
疾
走
！

コ
ウ
ノ
ト
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
ｉ
ｎ
但
馬
（
９
月
２
日
、
豊
岡
市
立
城
崎
中
学
校
発
着
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
名
所
を
自
転
車
で
駆
け
抜
け
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド
ｉ
ｎ
但
馬
」
が

９
月
２
日
に
行
わ
れ
、
全
長
約
１
１
５
㎞
、
最
大
標
高
差
約
２
４
８
ｍ
の
コ
ー
ス
に
約
５
０
０
人
の
自
転
車
愛
好

家
が
参
加
。
風
を
感
じ
な
が
ら
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
が
第
１
回
と
な
っ
た
同
大
会
。
香
美
町
や
豊
岡
市
の
関
係

団
体
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

美
し
い
海
岸
線
や
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
山
間
部
の
ほ
か
、
人
々
の
生
活
や
文
化
に
も
触
れ
て
も
ら
お
う
と

コ
ー
ス
を
設
定
。
参
加
者
は
豊
岡
市
立
城
崎
中
学
校
を
午
前
８
時
に
ス
タ
ー
ト
。
豊
岡
市
竹
野
町
や
香
美
町
の
海

岸
線
を
楽
し
ん
だ
後
に
Ｊ
Ｒ
佐
津
駅
付
近
か
ら
南
下
。
山
間
部
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
経
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

へ
。
そ
の
後
は
田
園
地
帯
や
豊
岡
市
出
石
町
の
城
下
町
を
走
り
、
円
山
川
を
北
上
。
城
崎
中
学
校
で
ゴ
ー
ル
を
迎

え
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
を
競
う
レ
ー
ス
で
は
な
い
同
大
会
。
参
加
者
は
コ
ー
ス
途
中
で
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
各
エ
イ
ド
で
振

る
舞
わ
れ
た
そ
う
め
ん
や
お
は
ぎ
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
と
は
…

村
岡
区
人
権
講
演
会
（
９
月
２
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　

人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
の
一
環
と
し
て
９
月
２
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
不
登
校
問

題
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
権
講
演
会
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加
。
県
立
や
ま
び
こ
の
郷
の
村
上
裕
樹

指
導
課
長
が
不
登
校
の
現
状
や
課
題
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
視
点
で
子
ど
も
を
支
援
す
れ
ば
い
い
の
か
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

県
立
や
ま
び
こ
の
郷
は
平
成
８
年
に
開
所
。
４
泊
５
日
の
短
期
集
団
生
活
を
通
し
て
不
登
校
の
子
ど
も

た
ち
が
人
間
関
係
を
学
び
直
す
場
と
し
て
、
昨
年
は
３
５
８
人
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
ま
し
た
。

　

村
上
課
長
は
、
昨
年
度
の
県
内
小
中
学
校
の
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
が
５
０
０
０
人
を
超
え
た
こ
と
や

30
日
以
上
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
長
期
欠
席
者
が
９
０
０
０
人
以
上
い
る
こ
と
を
挙
げ
「
男
女
や
学
年
に

関
係
な
く
、
だ
れ
も
が
当
事
者
や
そ
の
保
護
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
大
人
も
子
ど
も
も
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生
き
て
い
る
。
こ
の
つ
な
が
り
を
強
く
、
豊
か

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
に
物
事
を
押
し
つ
け
ず
、
子
ど
も
と
親
・
教
師
が
１
対

１
の
関
係
で
相
手
を
尊
重
し
、
子
ど
も
自
ら
が
選
択
・
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
子
ど

も
に
接
す
る
心
構
え
を
説
き
ま
し
た
。

▲子どもと接するポイントを紹介する村上課長▲子どもと接するポイントを紹介する村上課長

▲ゴールを目指しペダルをこぐ参加者▲ゴ ルを目指しペダルをこぐ参加者
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こ
ん
に
ち
は
校
舎
、
よ
ろ
し
く
校
舎

香
住
小
学
校
新
校
舎
で
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
（
９
月
３
日
）、
同
校
舎
竣
工
式
（
９
月
22
日
）

　

昨
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
香
住
小
学
校
（
山
本
真
校
長
、
４
２
２
人
）
の
新
校
舎
建
設
工
事
。

今
年
８
月
末
に
完
成
し
、
２
学
期
か
ら
児
童
た
ち
の
元
気
な
声
が
教
室
に
響
い
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
５
２
２
４
㎡
。
エ
ア
コ
ン
を
完

備
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
。
内
装
に
は
町
内
産
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
工
事

費
は
約
11
億
６
６
０
０
万
円
。

　

９
月
３
日
、
日
焼
け
し
た
顔
が
ま
ぶ
し
く
見
え
る
児
童
た
ち
は
、
夏
休
み
の
間
に
作
っ
た
工

作
な
ど
を
手
に
、
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
整
列
し
た
児

童
た
ち
。
担
任
の
説
明
を
受
け
た
後
、
真
っ
さ
ら
な
げ
た
箱
に
貼は

っ
て
あ
る
自
分
の
名
前
を
探

し
て
く
つ
を
入
れ
、
木
の
香
り
に
包
ま
れ
た
真
新
し
い
校
舎
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　

始
業
式
で
山
本
校
長
は
「
皆
さ
ん
、
ど
ん
な
校
舎
か
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
登
校
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
明
る
く
ピ
カ
ピ
カ
の
新
校
舎
の
主
人
公
は
皆
さ
ん
で
す
。
学
校
探
検
を
し
て
、
一
日

も
早
く
慣
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童
た
ち
は
新
し
い
学
び
舎
で
の
学
校
生
活
に
心

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

主
人
公
を
迎
え
入
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
香
住
小
学
校
。
９
月
22
日
に
は
新
校
舎

の
竣
工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
同
校
５
、
６
年
生
、
教
職
員
、
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参

加
。
新
校
舎
の
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
校
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
約
40
人
に
よ
る
演
奏
が
式
典
の
始
ま
り
を
告
げ
た
後
、
長
瀬

町
長
が
「
香
美
町
の
将
来
を
担
う
人
材
が
育
つ
場
と
し
て
、
ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
人
づ
く
り

の
場
と
し
て
新
校
舎
が
末
永
く
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
山
本

校
長
は
「
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
地
域
の
誇
り
と
な
る
よ
う
新
校
舎
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
と
地
域
の
誇
り
を
持
っ
て
香
美
町
を
担
う
人
材
に
な
る

よ
う
、
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
児
童
を
代
表
し
て
、
児
童
会
長
の
松
井
沙
羅
さ
ん
（
６
年
生
、
香
住
区
下
浜
）

ほ
か
５
人
が
「
多
く
の
人
の
お
か
げ
で

素
敵
な
校
舎
が
で
き
、
う
れ
し
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た

　

式
典
の
最
後
に
は
１
〜
４
年
生
も
入

場
。
全
校
児
童
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
新

校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

世
代
を
超
え
て

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
！

第
12
回
お
じ
ろ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21

　
　
　
　

（
９
月
16
日
、
小
代
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
世
代
間
交
流
と
地
域
の
親

ぼ
く
を
図
ろ
う
と
、
恒
例
の
「
お
じ
ろ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
21
」
が
９
月
16
日
、
小
代
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
小
代
小
中
学
校
の
運
動
会
と
小
代
区
民

の
運
動
会
を
合
同
で
行
う
も
の
で
、
今
年
が
12
回

目
。
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
計
24
種
目
の
競
技
や
演
技
に
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
世
代
の
垣
根
を
越
え
て
参
加
。

小
代
区
内
を
地
域
ご
と
に
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

合
計
得
点
で
優
勝
を
競
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、

小
代
小
学
校
４

〜
６
年
生
が
披

露

し

た
「

小

代
っ
子
太
鼓
」

で
は
、
太
鼓
や

竹
の
棒
を
力
強

く
た
た
く
姿
に

会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

▲力強い演奏を披露する小代小学校児童▲力強い演奏奏を披露する小代小学校児童

▲児童たちの新たな学び舎、香住小学校新校舎▲▲児童たちの新たな学び舎 香住小学校新校舎 ▲新校舎の教室に入る児童たち（9月 3日）▲新校舎の教室に入る児童たち（9月 3日）

▲ 竣工を祝ってサクラの記念植樹を行う皆さん
　 （写真左から、松井沙羅さん、山本真校長、
木原弘一郎ＰＴＡ会長、9月 22 日）
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
91
号
）
平
成
24
年
10
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 9 月 1 日現在）

合　計　20,301 人（－  25）

　男　　 9,690 人（－  17）

　女　　10,611 人（－    8）

世帯数  6,838 世帯（＋　1）

カッコ内は前月比

明
治
中
期
ご
ろ
か
ら
村
芝

居
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
の

こ
と
。
町
外
か
ら
役
者
を

招
い
て
芝
居
を
習
う
こ
と

も
あ
り
、
新
屋
寿
式
三
番

叟
も
そ
の
際
に
同
区
に
持

ち
込
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

戦
前
は
男
子
が
演
じ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
争
が
始
ま

る
と
徴
兵
に
よ
り
男
子
の

数
が
減
り
、
続
け
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
17
（
１
９

４
２
）
年
頃
か
ら
女
子
に

よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
村
芝
居
や
新
屋
寿
式
三
番
叟
は
区
内
の
有
志
に

よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
過
疎
化
の
影
響
で
い
つ

の
こ
ろ
か
ら
か
廃
れ
て
い
き
ま
し
た
。
伝
統
芸
能
の
継
承
が

過
疎
化
を
食
い
止
め
る
方
法
の
一
つ
と
考
え
た
新
屋
区
は
、

昭
和
52
（
１
９
７
７
）
年
に
開
催
さ
れ
た
「
但
馬
芸
能
祭
り
」

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
新
屋
芸
能
保
存
会
」
を
結

成
。
伝
承
へ
の
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

区
民
の
高
齢
化
や
若
者
の
減
少
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

村
芝
居
や
新
屋
寿
式
三
番
叟
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
道
の
り

は
決
し
て
平
た
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
屋
区
で
は

「
新
屋
芸
能
保
存
会
」
を
区
の
正
式
な
組
織
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
区
を
挙
げ
て
伝
統
芸
能
の
継
承
を
進
め
て
い
て
、
前

述
の
記
録
誌
も
そ
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
の
新
屋
寿
式
三
番
叟
は
、
10
月
20
日
（
土
）
午
後
７

時
30
分
か
ら
新
屋
区
の
「
ロ
マ
ン
の
郷 

え
い
の
う
館
」
で

奉
納
さ
れ
ま
す
。
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
と
そ
れ
に

携
わ
る
新
屋
区
の
熱
い
思
い
の
一
端
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
増
し
に
秋
も
深
ま
り
、
山
々
も
色
づ
い
て
き
ま
し
た
。

前
回
に
続
き
、
町
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
小
代
区
新
屋
の
「
新
屋
寿
式
三
番
叟
」
で
す
。

　

町
内
で
三
番
叟
が
伝
わ
っ
て
い
る
地
域
は
７
ヵ
所
。
そ
の

う
ち
６
ヵ
所
は
香
住
区
内
で
、
残
り
１
ヵ
所
が
小
代
区
新
屋

で
す
。
香
住
区
の
も
の
は
、
踏ふ

み

こ子
と
呼
ば
れ
る
舞
い
手
が

千せ

ん

ざ

い歳
、
翁

お
き
な

、
黒く

ろ

き

じ

ょ

う

木
尉
の
３
人
で
す
が
、
新
屋
区
の
も
の
は
千

歳
、翁
が
お
ら
ず
、黒
木
尉
２
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
三

番
叟
の
概
要
は
広
報
ふ
る
さ
と
香
美
第
66
号
の
16
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

　

今
年
３
月
に
新
屋
区
が
刊
行
し
た
「
新
屋
区
伝
統
芸
能 

寿
式
三
番
叟
の
由
来
（
記
録
誌
）」
に
よ
る
と
、
同
区
で
は

第
27
回

町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

新に

い

や屋
寿

こ

と

ぶ

き

し

き式
三さ

ん

ば

そ

う

番
叟

▲見事な舞を披露する「新屋寿式三番叟」

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
11
月
１
日
か
ら
同
月
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
「
文
化

財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。

　

そ
こ
で
香
住
区
民
祭
の
一
環
と
し
て
、11
月
３
日
（
土
・
祝
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
香
住
区
中
央
公
民
館
で
「
三
番
叟
が
伝

え
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
ビ
デ
オ
上
映

　

国
指
定
文
化
財
「
車く

る
ま
お
お
と
し

大
歳
神
社
翁お

き
な
ま
い舞

」

　

（
神
戸
市
須
磨
区
の
同
神
社
に
伝
わ
る
三
番
叟
の
原
型
）

●
講
演
会

　

「
兵
庫
県
の
翁
舞
と
香
美
町
の
三
番
叟
」

　
　
　

講
師　

久く

げ下
隆た

か

し史
氏
（
民
俗
芸
能
学
会
評
議
員
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
三
番
叟
が
伝
え
る
も
の
」


